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新
「
大
洲
市
」
の
新
た
な
る
一
歩

大

洲

市

長

桝

田

輿

市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
希
望
に
輝
く
新
春
を
お
迎
え
の
ζ

と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
皆
様
、
万
に
お
か
れ
ま
し
で
は
、

市
制
の
推
進
に
対
し
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
札
度
重
な
る
台
風
の
襲
来
に
よ
っ
て
、
当
市

に
も
大
さ
な
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
肱
川
の
治

水
対
策
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
共
に
、
被
室
ロ
を

受
け
ら
れ
た
皆
様
、
万
に
対
し
、
改
め
ま
し
て
心
か
ら

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年

9
月
に
市
制
施
行
関
周
年
の
歴
史
的

節
目
を
迎
え
、
今
年
は
い
よ
い
よ

1
月
日
日
に
新
生

「
大
洲
市
」
が
誕
生
い
た
し
ま
す
。
ま
さ
に
今
、
新
た

な
希
望
と
さ
ら
な
る
躍
、
進
に
向
け
た
ま
ち
守
つ
く
り
が

ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
よ
り
豊
か

な
安
心
で
き
る
ま
ち
守
つ
く
り
の
達
成
の
た
め
に
は
、

今
ま
で
以
上
に
果
敢
に
問
題
解
決
に
取
り
組
み
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
で
も
、
一
新
「
大
洲
市
」
が

現
在
の
大
洲
市
同
様
、
個
性
豊
か
な
市
と
な
り
ま
す

よ
う
、
皆
様
と
共
に
地
域
a

つ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
、
万
に
お
か
れ
ま
し
で
は
、
よ
り
一
層

の
ご
協
力
・
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
で
も
素
晴
ら
し
い
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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さ
ら
な
る
飛
躍
と

災
害
に
強
い
ま
ち
宇
つ
く
り

大
洲
市
議
会
議
長

田

法目

保

男

一
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
ζ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
り
返
り
ま
す
と
昨
年
は
、
松
山
自
動
車
道
が
西
予

市
ま
で
延
仲
し
、
南
予
の
地
域
が
高
速
交
通
時
代
を
迎

え
た
こ
と
を
記
念
し
て

「え
ひ
め
町
並
博
2
0
0
4」

が
開
催
さ
れ
る
と
共
に
、
市
制
施
行
関
周
年
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
が

見
事
に
、
完
成
し
、
県
内
外
か
ら
多
数
の
皆
さ
ん
が
本
市

に
お
越
し
く
だ
さ
り
、
ま
ち
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て

発
信
す
る
ζ

と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
、
水
害
に
よ
り
大
さ
な
痛
手
を

受
け
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
度
重
な
る
台
風
の
上

陸
や
新
潟
県
中
越
地
震
の
発
生
は
、
私
で
ち
の
生
活

が
今
も
な
お
自
然
の
サ
イ
ク
ル
の
中
に
あ
る
こ
と
を
、

再
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
し
、
今
世
紀
前
半

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
南
海
地
震
に
対
す

る
備
え
を
す
る
上
で
も
、
貴
重
な
教
訓
と
し
て
生
か

さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

1
月
日
目
に
は
新
「
大
洲
市
」
が
誕
生
し
ま
す
が
、

議
会
に
お
い
て
も
相
互
理
解
と
連
帯
惑
を
深
め
、
市

民
が
健
康
で
活
力
に
溢
れ
る
と
共
に
、
災
害
に
強
い

ま
ち
♂
つ
く
り
に
、
全
カ
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
洲
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
、
市
民
の
皆
様
の
ご

健
康
・
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



応詔おおず 2∞5 1月号
西暦2004年の出来事

8月から10月の3ヶ月間|こ 16号、18号

などの台風の襲来があり、久米、官田、

徳森をはじめとする市内一円が甚大な被

害を被りました。治水対策や防災対策な

ど合後の大洲市の解決すべき課題を残し

ていきました。

大洲市であった身近な出来事を写真で

紹介します。

西暦2004年、現行大洲市の最後の年と

なりました。最後の年を飾るべ<、愛媛

県の協力|こより春から秋|こかけて町並博

が開催されました。期間中、大洲城の完

成とち相まって大勢の観光客が訪れ、肱

南地区のポコペン横丁や大洲城では連日

!こぎわいをみせていましだ。

第56回成人式1月12日... 大洲城築城ジオラマモデル募集2月10日~ 大洲市消防団出初式3月7日... 

4 

大洲道路開通イベント4月11日... 合併協定調印式5月31日... う飼い聞き6月1日企

22 12 ， 
日日 目

成
人
式
・
寒
中
水
泳
大
会

八
多
喜
祇
園
ま
つ
り

(
1
1
月
お
日
)

27 11 2 
日日 目

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画

公
聴
会

28 7 3 3 
日日日 目

3
月
定
例
市
議
会

(
1
口
日
)

大
洲
市
消
防
出
初
式

観
光
さ
く
ら
ま
つ
り

(
1
4
月
お
日
)

17 4 
日 目

町 冨新通高
並士就速
博山職道
開つ者路
幕つ激大
~ ~じ励洲
i i ~ム
10 5士宮出
月月 J 丁

31 15り和
岡田

日日 開

25 23 
日日

27 5 29 
日 目 日

平
成
同
年
度
自
治
体
立
優
良

病
院
表
彰
(
市
立
大
洲
病
院
)

ゴ
ミ
ゼ
ロ

5
3
0
運
動

大
洲
喜
多
合
併
協
議
会

合
併
協
定
調
印
式

31 30 
日日

14 1 6 
日日 目

う
飼
い
聞
き

大
洲
市
防
犯
・
緊
急
通
報
所

開
設
大
洲
喜
多
社
会
福
祉
協
議
会

合
併
契
約
調
印
式

6
月
定
例
市
議
会

(
1初
日
)

15 
日

16 
日



1月号2∞5 宿穏おおず

西暦2004年の出来事

台風 16号は大洲市各地に甚大な被害をもたらしました。

大洲ジュニアトライアス口ン大会7月25日.. YOSAKOI祭り8月22日A 大洲城完成・一般公開9月1日企

市民運動会10月17日』‘「福祉と健康J市民のつどい11月21日企大洲市駅伝大会12月4日.& 

117 
日 目

第
初
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙郷
土
美
化
運
動

・
市
内
一
斉

清
掃
大
洲
ジ
ュ

ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会

大
洲
市
中
学
生
海
外
派
遣
事

業

(
1
8
月
日
日
)

18 
日

25 
日

27 
日

8
目
印
・日
日

川
ま
つ
り
花
火
大
会

幻
日
大
洲
市
カ
ヌ

l
ツ
ー
リ
ン
グ

駅
伝
大
会

え
ひ
め

Y
O
S
A
K
O
I
祭

9 30 
日 日

わノ台
風
日
号
襲
来

1 
日

市
制
施
行
印
周
年

大
洲
城
完
成
・
一
般
公
開

町
並
博
秋
本
格
開
催
冒
頭

イ
ベ
ン
ト

(
1
5
日
)

9
月
定
例
市
議
会

(
i
n
日
)

10 7 
目 日
9 
日

ま
な
び
ピ
ア
愛
媛
2
0
0
4

(
i
u
日
)

21 19 1131 2417 
日日 目 日日日

市
民
運
動
会

お
成
り
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
お
ず
の
祭
り
大
集
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
大
会

福
祉
と
健
康
づ
く
り
市
民
の

つ
ど
い

12 
目
1 
日

ロ
月
定
例
市
議
会

(
i
u
日
)

大
洲
市
駅
伝
大
会

4 
日

5 



応寝おおず 2∞5 1月号

大洲市財政状況の公表等に関する条例第2条及び地方公営

企業法第40条の 2の規定により、平成16年4月 1日から平成

16年 9月30日までの本市の財政状況及び業務状況を次のと

おり公表します。

(ヰ蕗罰顎却額関)引け収入支出があったか

栃訴
約78億円

ω億 30億 20億 10億 0

歳入 歳出 ロ予算額 171億5，792万円
口執行額 63億 365万円

官僚?Ji耳目
22億8，008万円
8億2，617万円

21億8，690万円
6億1，474万円

戦詐
約63億円

地方交付税:国から大洲市に交付されるお金 民生 費・ 主に福祉の充実のために使うお金

公債費 :市の借入金の元金 ・利子などの返済に使う(使い道は市で決めることができる)

市 税:個人・法人市民税や固定資産税など
お金

国!車・県支出金・道路や建物の整備などに必要なお金の一部

として国 ・県から受け入れるお金 衛生費 .衛生的な生活環境のために使うお金

土木 費:道路や河川などの整備のために使うお金

歳入には、自主財源と依存財源があります。 市税、分担金および負担金などは自主財源 (市が自らの手で集めて使う ことができるお金)です。
一方、 市税などの不足を補う地方交付税などは依存財源 (国や県から配られるお金)です。

(闘邑由鴎臨欄)
市民税 固定資産税 たばこ税 軽自動車税

I頁 目 ぷ l道臨時三重
金 額 7億 812万円 12億7，731万円 I 1億2，738万円

1世帯当たりの負担額引 47，442円 85，576円 I 8，534円

1人当たりの負担額引 18，158円 32，753円 3，266円

割合 32.4%I 58.4% I 5.8% 

※1、※2は住民基本台帳(平成16年9月30日現在)の世帯数(14，926世帯)、人口 (38，998人)を基に計算しています。

.6. 
Eコ 計

21億8，816万円

14万6，600円

5万6，109円

100.0% 

6 



巨額ああず 2∞5 1月号
市財政状況の報告

(倒閣倒麹副iZS借入金の
区分 借入先 件数 現在高 一世帯当tりの額 一人当たりの額

財 務 省 122 678，963万円 454，886円 174，102円

自主 日本郵政公社 48 263，918万円 176，818円 67，675円
ぷ〉、

その 他 134 944，201万円 632，588円 242，115円τE 

計
小 計 304 1，887，082万円 1，264，292円 483，892円

特
財務省 38 274，773万円 184，090円 70，458円

)51] 日本郵政公社 39 160，733万円 107，687円 41，216円
.A 
その 他 33 116，471万円 78，032円 29，866円= 

計
小 計 110 551，977万円 369，809円 141，540円

ぷ口』 計 414 2，439，059万円 1，634，101円 625，432円

どな金百
一

『

4
j

る

・

す
物
有
建
所が
地
市
土
¥
山
川
弘

種 別 面 積等 金 害買

F毛- 地 609，145m 59億 291万円

山 キホ 2，858，541所 9，782万円

回 t田 114，093m 1億9，059万円

雑種 地 135，136m 11億1，386万円

建 物 218，412而 267億8，785万円

立 木 63，307m 3億5，011万円

財政調 整 基金 5億7，003万円

国民健康保険財政調整基金 2億2，204万円

土地開 発 基 金 6億2，804万円

その他特定目的基金 12億2，619万円

出 資 金 4億9，480万円

dEL コ 計 31億4，110万円

国民健康保険 国保診療所 老人保健

d金 Jt dI『FrZi〈自こ主，「、7jヲ電・y官"rt_‘てLアにJ三;~ 
予算 37億9，485万円 予算 3，056万円 予算 43億8，777万円

収入 13億1，192万円 収入 431万円 収入 17億6，546万円

支出 14億7，096万円 支出 1，032万円 支出 18億8，529万円

差引 ム1億5，904万円 差引 ム601万円 差引 ム1億1，983万円

簡易水道 農業集落排水事業

主1 バAL
匂砲齢、

予算 1億 894万円 予算 2，972万円

収入 852万円 収入 388万円

支出 4，041万円 支出 1，266万円

差引 ム3，189万円 差引 ム878万円

住宅新築資金等
貸付 事 業

円
一
円
一
円

万
一
万

一
万

qu
一

「
D

-
qζ

η
J

一

つ
乙

一

G
U

R
u
-
A-

-
只
U

1
-
1
一

9

一
億
一
ム

笛
拝
一

1
八

一
山
凶

一
間
引

予
一
収
工
文
一
差

7 

どのようなものに

お金が使われたか

自平成16年4月 1日
至 平成16年 9月30日

)水町院の
経営状況

総収益 総費 用 当期純利益

工業用水道 357万円 115万円 242万円

7Jく 道 3億3，615万円 1億8，857万円 1億4，758万円

病 院 16億8，669万円 16億1，323万円 7，346万円

公共下水道事業 11 交通傷害保障

E望
予算 10億 760万円 予算 908万円

収入 2，218万円 収入 843万円

支出 2億5，420万円 支出 757万円

差引 ム2億3，202万円 差引 86万円

駐車場事業 介護保険

回 思金
予算 4，956万円 予算 23億1，180万円

収入 924万円 収入 9億7，313万円

支出 2，257万円 支出 10億1，291万円

差引 ム1，333万円 差引 ム羽78万円j

土地取得造成

曜きも
予算 1，577万円

収入 2万円

支出 785万円

差引 ム783万円

，2z固a 泉

ζ;、さち
予算 412万円

収入 408万円

支出 458万円

差引 ム50万円



2∞5 1月号応穏おおず

保育所の入所申込

申
込
受
付
期
間

1
月
日
日
(
火
)
か
ら
白
日
(
月
)
ま
で

受
付
場
所

、
各
保
育
所
ま
た
は
社
会
福
祉
課

保
育
所
入
所
の
条
件

(
抜
粋
)

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
理
由

で
児
童
を
保
育
で
き
な
い
場
合
で
す
0

・
会
社
員
、
パ
ー
ト
、
自
営
業
な
ど

で
昼
間
働
い
て
い
る
。

-
産
前
・
産
後
、
病
気
、
け
が
又
は

心
身
に
障
害
が
あ
る
。

-
病
人
を
看
護
し
て
い
る
。
な
ど

必
要
書
類

入
所
申
込
書
の
ほ
か
保
護
者
の
状

況
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
書
類
が
必

要
で
す
。

-
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票

(
平
成
同
年
分
)

・
勤
務
(
内
職
)
証
明
書

-
自
営
業
従
事
申
出
書
、
農
業
従
事

申
出
書

・
確
定
申
告
書
の
写
し

-
課
税
証
明
書
(
平
成
同
年
1
月
2

入所の申し込み

受付は1月11日{火)-31日(月)

日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
)

児
童
同
伴
に
よ
る
面
接

下
記
の
日
程
の
と
お
り
、
児
童
同

伴
に
よ
る
面
接
調
査
を
行
い
ま
す
。

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
で
面
接
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・
入
所
決
定
通
知
書
は
、

3
月
中
に

各
家
庭
に
送
付
し
ま
す
。

-
保
育
料
は
、
児
童
の
年
齢
や
各
家

庭
の
課
税
状
況
に
よ
り
違
い
ま
す
。

な
ど

特
別
保
育
事
業
な
ど
に
つ
い
て

【延
長
保
育
】

保
護
者
の
仕
事
な
ど
や
む
を
得
な

い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
保
育
時

間
を
延
長
で
き
ま
す
。

実
施
保
育
所

①
肱
北
保
育
所
・
・
・午
後
7
時
却
分
ま
で

②
大
洲
乳
児
保
育
所
・
:
午
後
7
時
ま
で

利
用
料
:
・い
ず
れ
も
月
額
2
、
5
0
0

円

【
一
時
保
育
】

上
記
の
保
育
所
入
所
条
件
な
ど
が
緊

急
ま
た
は
一
時
的
に
発
生
し
、
家
庭
保

育
に
支
障
を
生
じ
た
場
合
に
、
平
均
週

3
日
を
限
度
と
し
て
、

1
日
単
位
で
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

実
施
保
育
所
・
・
・大
洲
乳
児
保
育
所

保
育
時
間
・
..
 

午
前
8
時
叩
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

利
用
料
・
.. 

1
日
1
人
あ
た
り
l
，

0
0
0
円

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
乳
児
保
育
所
8
@
4
4
1
8

地
場
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

大
洲
保
育
所
に
は
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
子
育
て
家
庭
へ
の
指
導
や

育
児
不
安
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

8
@
2
3
0
0
 

入所募集保育所・面接調査日程
*は乳児(零歳児)受け入れ保育所

8 

市
町
村
合
併
に
よ
っ
て

保
育
料
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
!

新
市
と
な
り
ま
す
の
で
、
日
年
度

か
ら
引
き
続
き
入
所
さ
れ
る
児
童
に

つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
入
所
申
請

書
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
洲
市
在
住
の
人
が
、
長
浜
町
・

肱
川
町
の
保
育
所
入
所
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
そ
の
希
望
さ
れ
る
保
育

所
に
入
所
申
請
書
等
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

保
育
料
は
、

4
月
か
ら
は
自
動
払

込
に
な
り
ま
す
の
で
、
入
所
決
定
後
、

口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
料
は
、
新
市
に
な

っ

て
も
合
併
以
前
の
大
洲
市
・
長
浜
町
・

肱
川
町
の
保
育
所
に
よ
っ
て
保
育
料

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
平
成
幻
年
度
か
ら
統

一
し
た
保
育

料
と
な
り
ま
す
。

面接日時
入所募集保育所

保育所 定員 所在地 電話番号 特別保育事業など

10:00~ 1 2:00 上須戒保育所 30 上須戒 26-1128 
2月9日附

13:30~ 16:00 大洲保育所 80 大洲 24-2919 * 
9:30~12 : 0。 菅田保育所 110 菅田 25-5163 

2月10日同
13 : 30~16 : 0。 喜多保育所 90 中村 24-2749 * 
10 : 00~12:0。 柳沢保育所 30 柳沢 25-5720 

2月14日開)
13:30~ 16:00 新谷保育所 120 新谷町 25-0600 * 
10:00~12:00 南久米保育所 30 北只 24-3754 

2月15日(j<)
13 : 30~15 : 30 大成保育所 30 森山 27 -0706 * 
10 : 00~12:00 二善保育所 53 春賀 26-0162 

2月16日附
13:30~ 15:30 粟津保育所 60 八多喜 26-0220 

9:30~12:00 肱北保育所 90 東大洲 24-3188 時間延長(~ 19:30) 
2月17日附

13 :30~16:00 肱南保育所 60 柚木 24-3104 * 
2月18日幽 13:30~16・。。 徳森保育所 120 徳森 25-4020 

9:30~12 ・。。 五郎保育園 60 五郎 23-4478 * 
2月22日(j<)

大洲乳児保育所
*時間延長(~ 19:00)・

13:30~16:0。 60 田口 24-4418 
一時保育



2∞5 1月号E頴ああず

お
め
で
ど
る

ご
ぎ
ぬ
ま
す

元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
者

七

子

さ

ん

(

三
善
)

白

石

受賞者の紹介

日
月
口
日
(
日
)
、
愛
媛
県
と
愛
媛

県
歯
科
医
師
会
主
催
に
よ
り
「
平
成

同
年
度
元
気
歯
つ
ら
つ
コ

ン
ク
ー

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
洲
市

か
ら
選
出
さ
れ
た
白
石
七
子
さ
ん

(
幻
歳
)
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
で
は
、
加
歳
以
上
で
自
分
自

身
の
歯
が
初
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

を
対
象
に
県
内
各
地
区
で
第
1
次
審

査
、
県
全
体
で
第
2
次
審
査
を
経
て
、

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

白
石
さ
ん
の
歯
が
丈
夫
な
原
因

は
、
若
い
と
き
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を

質
、
氷

入
世
白
五
・
ど
干
瓜

ふ
れ
g
dネ
A
す
均
A
丸
瓦
d
m
?ら
勺

ヨ
ノ
ク
ー
ル
に
が
い
そ
衣
〈
宮
殿
保
氏
「
h

q金
-a-4弘
府
系
か
あ
句
立
の
イ
た
〈

訊
長
引
車
唾
f
1句
Ashg、

、
-t一世
b
iす

包

paサ
ヂ

A
e
a
n
L
r
e

・

母
音
事
』V-Y安打

~ 
....;:" 
v 

含
む
食
べ
物
や
硬
い
物
を
し
っ
か
り

食
べ
て
い
た
た
め
で
す
。

8
0
2
0
運
動

「別
歳
に
な

っ
て
も
初
本
以
上
、

自
分
の
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
こ
の
働
き
か
け
は
、
一
生
自
分
の

歯
で
楽
し
い
食
生
活
と
健
康
な
日
常

生
活
を
目
標
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
の
正
し
い
歯
の
手
当
て
や
青
年
期

の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
必
要
性
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

今
年
も
償
却
資
産
の
申
告
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
申
告
に
つ
い
て
は
、

平
成
時
年
度
の
税
制
改
正
お
よ
び
申

告
書
の
提
出
先
に
ご
注
意
下
さ
い
。

対
象
と
な
る
償
却
資
産
、
申
告
の
方

法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
償
却
資
産
と
は
】

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
用

資
産
を
い
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
構
築
物
、
機
械
・

装
置
、
船
舶
、
車
両
・
運
搬
具
一
、
工

具
・
備
品
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
資

産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
(
費
)
が

法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法
の
所
得

計
算
上
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
参

入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

【
申
告
の
不
要
な
も
の
】

・
耐
周
年
数
が
1
年
未
満
の
資
産
0

.
取
得
価
額
が
初
万
円
未
満
の
も
の

で
3
年
以
内
に
一
括
し
て
均
等
償

却
す
る
も
の
。
(
平
成
元
年
3
月

白
日
以
前
の
取
得
に
つ
い
て
は

刊
万
円
未
満
の
も
の
。
)

・
取
得
価
額
が
印
万
円
未
満
の
も
の

で

一
時
損
金
に
算
入
さ
れ
た
も

の
。
た
だ
し
、
少
額
多
量
資
産
に

つ
い
て
は
、
申
告
が
必
要
で
す
0

・
鉱
業
権
、
特
許
権
、
営
業
権
、
商

業
権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資

立座
。

・
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
る
車
両
な
ど
。

【
税
制
改
正
に
よ
る
変
更
】

家
屋
の
所
有
者
以
外
の
人
が
取
り

付
け
た
附
帯
設
備
の
納
税
義
務
者

は
、
そ
の
附
帯
設
備
を
取
り
付
け
た

人
が
納
税
義
務
者
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成
同
年
4
月
1
日
以
後
に

取
り
付
け
た
資
産
に
つ
い
て
、
平
成

口
年
度
か
ら
の
適
用
に
な
り
ま
す
。

【
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
】

該
当
す
る
償
却
資
産
を
平
成
凶
年

1
月
1
日
現
在
所
有
し
て
い
る
個
人

ま
た
は
法
人
は
、
申
告
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
て
税
務
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
大
洲
市
は
長

浜
町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
と
平
成
打

年
1
月
日
日
に
合
併
し
ま
す
が
、
平

成
打
年
度
申
告
分
に
限
り
、
こ
れ
ま

で
同
様
に
合
併
前
の
市
町
村
単
位
で

の
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
提
出
期
限
】

1
月
初
日
(
木
)

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

8
@
2
1
1
1
(内
線
1
2
6
)

9 



2∞5 1月号広報ああず

ライトアップ運動

→歪ミ

夕
暮
れ
時
の
ラ
イ
ト
点
灯
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
の
口
月
幻
日
(
月
)
、

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
運
動
に
参
加
し
た
の
は
、
大

洲
署
管
内
の
大
洲
高
等
学
校
、
大
洲

農
業
高
等
学
校
、
帝
京
第
五
高
等
学

校
富
士
校
の
生
徒
、
大
洲
市
交
通
指

導
員
、
大
洲
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ

ん
で
し
た
。

参
加
者
は
、
肱
川
橋
の
上
で
「
早

め
に
ラ
イ
ト
点
灯
」
と
書
か
れ
た

ボ
1
ド
を
片
手
に
早
め
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
促
し
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た
。

歩
行
者
と

自
転
車
運
転
者
の
皆
さ
ん

へ

夕
暮
れ
時
は
、
交
通
量
も
増
え
自

動
車
を
運
転
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

は
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
見
え
づ
ら

く
な
り
ま
す
。
夕
方
や
夜
間
の
外
出

に
は
、
明
る
い
色
の
服
や
、
反
射
材

を
身
に
付
け
、
遠
く
か
ら
で
も
分
か

り
ゃ
す
い
服
装
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

...署長さんも呼びかけていました

架空請求に気をつけて
~大淵警察署からのお知らせ~

最近、 ハガキ ・電子メール・電報・電話などを使っ

て架空の使用料などを請求してくる[架空請求」が多

発しています。

架空請求は、法律専門用語を使用したり、自宅や会

社に回収にいくなどと言って不安をあおり、お金をだ

まし取ろうとする犯罪です。

だまされないためにも、次のことに気を付けてくだ

さい。

女ハガキや電報に書かれている連絡先には電話しな

大電子メーjレは、聞かないで削除する。

女電話はきっぱりと拒否し、個人の情報は教えない。

企高校生も肱川橋の上でがんばっていました

身に覚えのない請求は、 絶対とりあわない!
松山自動車保除
請求相談センター
専門の相談員がご相談に応じます。
損害保険一般のご相談も受付します。 メダ

10 

請求架空

(社)日本損害保険協会 四国支部
http://www.sonpo.or.jp 

Tel.089・~~141・~~~~目
| 談 日l月曜日~金曜日(祝日を除くTall:'I'1i::II'Ail!l・iI:I.I.Ot，.I.
| 弁護士相談日 l毎週木曜日 1~l(.I1:r;;:a[;j{.I'.予約制・相談無料・要



1月号

消防団活動報告

2∞5 応報ああず

消
防
団
安
全
管
理
セ
ミ
ナ
ー

全
管
理
や
消
防
団
員
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
等
共
済
基
金
参
事
の
松
田
昇
氏

を
招
き
、
火
災
や
風
水
害
で
の
消
防

団
活
動
時
に
お
け
る
悲
惨
な
事
故
事

例
の
数
々
や
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め

の
工
夫
・
予
防
法
な
ど
に
つ
い
て
約

1
時
間
半
、
講
話
や
ビ
デ
オ
を
交
え

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

聴
講
し
た
団
員
も
、
明
日
は
我
が

身
と
ば
か
り
に
熱
心
に
講
話
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

大
洲
市
消
防
団
は
、
去
る
日
月
7

日
八
幡
浜
・
大
洲
運
動
公
園
「
自
由

広
場
」
に
お
い
て
、
合
併
前
と
し
て

は
最
後
と
な
る
団
幹
部
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

訓
練
は
、
女
性
消
防
団
員
を
含
む

何
人
が
参
加
し
、
午
前
8
時
印
分
か

ら
小
隊
訓
練
な
ど
を
約
1
時
間
行
っ

た
後
、
会
場
を
同
所
勤
労
者
体
育
館

に
移
し
「
消
防
団
員
安
全
管
理
セ
ミ

ナ
ー
」
と
し
て
消
防
団
活
動
時
の
安

「
家
族
の
き
ず
な
を
深
め
ま
し
ょ
う
」

家
庭
に
お
け
る
人
権
・
同
和
教
育

は
、
自
分
を
た
い
せ
つ
に
し
、
他
人

を
も
た
い
せ
つ
に
で
き
る
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
み
ん

な
が
明
る
く
住
み
よ
い
幸
せ
な
社
会

を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
教
育
で
す
。

今
日
の
家
庭
に
お
け
る
教
育
の
問

題
は
、
決
し
て
楽
観
で
き
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
保
護
や
過
干
渉
、

教
育
不
安
の
広
が
り
ゃ
し
つ
け
へ
の

自
信
の
喪
失
な
ど
、
数
多
く
の
問
題

が
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
で
、
一
人
ひ
と
り
の
親
が
家

庭
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
克
服
す
る
こ
と
は
、
家
庭
に
お
け

る
人
権
・
同
和
教
育
に
大
き
な
か
か

わ
り
と
影
響
を
お
よ
ぽ
す
た
い
せ
つ

な
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
同
和
問

題
は
「
私
に
は
関
係
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
人
が
い
ま
す
。

親
自
身
が
同
和
問
題
な
ど
の
人
権

に
つ
い
て
無
関
心
に
な
る
と
、
偏
見

を
も
っ
た
り
、
差
別
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
か
な
い
で

一
生
を
終
え
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
誤
っ
た
生

き
方
が
、
純
真
な
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
は
人
権

を
軽
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
友
だ
ち

を
平
気
で
傷
つ
け
る
「
い
じ
め
」
な

ど
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
差
別

は
、
他
人
を
傷
つ
け
る
だ
け
で
な
く

自
分
自
身
を
も
傷
つ
け
ま
す
。

さ
て
、
子
ど
も
が
三
歳
に
な
る
ま

で
に
、
家
庭
で
し
っ
か
り
教
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
ば
で
、
世
界
に

共
通
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
三
つ

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

O
あ
り
が
と
う

O
ご
め
ん
な
さ
い

O
ど
う
ぞ

ま
た
、
子
ど
も
が
幼
い
時
か
ら

も
っ
て
い
る
優
し
さ
を
家
庭
教
育
に

よ
っ
て
引
き
出
す
こ
と
も
た
い
せ
つ

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
の
子
も
す
ば
ら
し
い
面
を
も

ち
、
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
存
在
で

す
。
助
け
合
っ
て
と
も
に
生
き
て
い

る
喜
び
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
が
、
子

ど
も
た
ち
に
人
権
尊
重
の
意
識
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
出
発
点
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

家
庭
で
の
人
権
・
同
和
教
育
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
分
も
た
い

せ
つ
に
、
そ
し
て
他
人
を
も
た
い
せ

つ
に
す
る
子
ど
も
や
つ
く
り
で
す
。
親

は
そ
れ
を
自
分
の
生
活
態
度
か
ら
学

ば
せ
る
の
で
す
。
こ
れ
が
家
庭
で
の

人
権
・
同
和
教
育
の
基
本
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

11 



2∞5 1月号応寂ああず

環境を守って地域づくり

私だちの身近な生活のなかで取り組んでいる

自然や環境への体験学習を紹介します。

川
愛
媛
県
立
大
洲
震
業
高
等
学
校

ふ
る
さ
と

手
づ
く
り
郷
土
賞
を
受
賞

ー

創
立
問
周
年
を
迎
え
た
愛
媛
県
立

川
大
洲
農
業
高
等
学
校
は
、
平
成
同
年

川
度
「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
を
受
賞
し

川
ま
し
た
。

川

平
成

7
年
度
か
ら
学
内
活
動
の

一

川
環
と
し
て
「
や
す
ら
ぎ
の
水
辺
づ
く

川
り
」
と
い
う
テ

l
マ
で
、
生
徒
が
除

地
主
主
主
主

Ez--三
一
三
-EE--
引
草
、
整
地
を
行
い
、
春
・
夏
・
秋
の

1

司

司
辞

明

一
一口

t
:

〔ー

た

r

-r
新

-

を

一

畠思

-

決

園

告
U

，

ん
大」

川

l
l

盲叫

『

利
栄

一

水

川

V

清

た

-w

l
υ
 

'Y
一

長
ま

H

L

F

ム
一品

べ

問

士
述

明

冨
を

川

内

企

な
り
ま
し
た
。

安
部
校
長
は
「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
に

な
る
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
資
源

に
な
り
ま
す
。
わ
ら

1
本
に
も
命
が

宿
る
。
も
の
を
大
事
に
す
る
人
は
、

地
域
の
人
や
友
達
も
大
切
に
す
る
人

で
す
。
そ
し
て
、
自
分
も
大
切
に
す

る
人
で
す
。
」
と
謝
辞
の
な
か
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
や
人
を
思
い

や
る
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

平
野
小
学
校
の
生
徒
と

地
域
の
み
な
さ
ん
が

空
き
缶
回
収

日
月
日
日
(
木
)
午
後
l
時
却
分、

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
(
東
京
)

は
大
洲
市
立
平
野
小
学
校
(
安
部
周

治
校
長
、
全
校
生
徒
1
2
4
人
)
へ

ア
ル
ミ
缶
回
収
優
秀
校
と
し
て
表
彰

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

平
野
小
学
校
は
体
育
館
の
下
に
回

収
用
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
児
童
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の
み
な

さ
ん
の
清
掃
活
動
で
集
め
た
空
き
缶

を
受
け
入
れ
る
運
動
を
日
年
間
行

い
、
そ
の
実
績
に
対
し
て
の
表
彰
と

つ一

.安部校長先生が「わら一本にも命が

宿る」とお話されました

T一一了一一ァ

12 

企 11月26日、国交省大洲河川国
道事務所長から認定証の伝達

開
花
時
期
に
合
わ
せ
た
種
ま
き
を
行

っ
て
い
ま
す
。
春
に
は

1
・
2
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
菜
の
花
を
加
万
本
、
夏
に

は

0
・
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ヒ
マ
ワ
リ

を

4
万
本
、
秋
に
は

0
・
6
ヘ
ク
タ

ー
ル
に

コ
ス
モ
ス
叩
万
本
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。

毎
年
、
季
節
の
花
を
河
川
敷
い

っ

ぱ
い
に
咲
か
せ
、
通
行
す
る
人
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
、
季
節
の
風
物
詩

に
な

っ
て
い
ま
す
。

春
に
開
催
さ
れ
る
「
菜
の
花
フ
エ

ス
タ
」
は
、
関
係
団
体
の
協
力
の
も

と
大
勢
の
来
場
者
を
迎
え
、
盛
況
を

博
し
て
い
ま
す
。

こ
の
賞
は
、
地
域
の
個
性
、
魅

力
、
活
力
を
創
出
し
て
い
る
団
体
を

発
掘

・
紹
介
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
国
土
交
通
大
臣
表
彰
で
す
。
今
年

度
は
、
全
国
か
ら
幻
件
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
げ
件
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
四
国
で
は
、
唯
一
、
大
洲
農

業
高
等
学
校
の
活
動
事
例
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

.5月にはヒマワリの種をまきました



応報おおず 2∞5 ，月号
2005年震林業センサス

( ~叫農林業センサスにご協力ください

農林業巴ンワス

平成 17年 2月 1日現在で、全国一斉に 『農林業の

国勢調査』といわれる 12005年農林業センサスJが実
施されます。

この調査は、農林業の実態を明らかにし、国や都道

府県、市町村はもちろん各方面にわたり、広く利用で

きる総合的な統計資料を得るための大切な調査です。

1月中旬から農林業を営んでいる皆さんのところに調

査員が伺いますので、調査へのご協力をお願いします。

4~ 

“J} 
‘' 

農林水産省・愛媛県・大洲市

と愛媛県産業別

最低賃金改正のお知らせ
を考えるシンポジウム

~参加しませんか?~

農
業
の
お
も
し
ろ
さ
や

食
糧
の
大
切
さ
を
知
ろ
う

広
く
消
費
者
や
次
代
の
愛
媛
農
業

を
担
う
子
供
た
ち
を
対
象
に
、
農
業

や
農
村
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
、
次
の
と
お
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容
・
小
学
生
に
よ
る
農
業
体
験
学
習
発

表
(
肱
川
町
立
大
谷
小
学
校
、
三

崎
町
立
三
崎
小
学
校
、
西
予
市
立

中
筋
小
学
校
)

・
地
域
の
「
食
」
と
「
農
」
に
関
す
る

事
例
発
表
(
愛
媛
県
立
大
洲
農
業
高

等
学
校
、
農
業
関
係
各
1
例
)

1時間

①パルプ、紙製造業最低賃金 737円

②一服機械器具製造業最低賃金 753円

③電気機械器具、情報通信機械器
具、電子部品 ・デパイス製造業 712円
最低賃金

④船舶製造・修理業、舶用機関製
764円

造業最低賃金

⑤各種商品小売業最低賃金 668円

平成16年12月25日から

(注1)一般機械器具製造業最低賃金の日額は廃止されした。

(注2)上記①から⑤すべての最低賃金に適用除外の労働者

と、①と③の最低賃金には適用除外の業種が決めら

れています。詳しくは、愛媛労働局ホームページ

をご覧になるか、下記までお問い合わせください。

http://www.e-roudou.go.jp/ 

3089-935-5205 

30894-22-1750 

.愛媛労働局ホームページ

。詳細等のお問い合わせ先

愛媛労働局賃金室

八幡浜労働基準監督署

13 



2∞5 1月号応報ああず

博物館からのお知らせ

平
成
時
年
度
企
画
展

藤

家

カ日

加
藤
家
は
、
元
和
三
年
に
初
代
藩

主
と
な
る
加
藤
貞
泰
が
米
子
よ
り
入

封
し
て
以
来
、
明
治
二
年
の
版
籍
奉

還
ま
で
十
三
代
に
わ
た
り
大
洲
六
万

石
を
統
治
し
た
大
名
で
す
。
江
戸
時

代
の
大
名
家
に
は
数
多
く
の
美
術
品
・

道
具
類
が
伝
来
し
保
存
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
道
具
類
の

多
く
は
、
関
東
大
震
災
や
太
平
洋
戦

争
で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大

洲
藩
主
加
藤
家
に
お
い
て
も
同
様

パ
ー
ト
皿

の

宝

名

で
、
関
東
大
震
災
時
に
屋
敷
の
類
焼

に
伴
い
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
多

く
の
道
具
類
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
災

難
を
逃
れ
た
資
料
も
あ
り
ま
す
が
、

一
部
は
散
逸
し
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
こ
で
本
展
覧
会
で
は
、
現
在
散

在
す
る
加
藤
家
伝
来
の
美
術
品
・
道

具
類
を
一
堂
に
展
示
し
、
皆
様
に
鑑

賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

展

刀主

4葺

新成人の皆さん、
おめでとうございます。

成

①
絵
画
歴
代
藩
主
が
描
い
た
絵
画
や
藩
主

が
収
集
し
た
絵
画

②
書
跡
歴
代
藩
主
の
墨
跡
や
藩
主
が
収
集

し
た
書
跡

③
典
籍
藩
主
が
愛
用
し
た
典
籍
や
藩
主
が

作
成
を
命
じ
た
典
籍

④
武
具
歴
代
藩
主
が
所
用
し
た
甲
胃
や
武

具
類

⑤
染
織
歴
代
藩
主
が
所
用
し
た
染
織

⑥
絵
図
加
藤
家
に
伝
来
し
た
絵
図

.A.加藤泰興具足

-圃白f;'主著名Ji!t~l有色忌明日~J!II・

晴れて大人の仲間入りをされた皆さんには、選

挙権などさまざまな権利とともに義務が生じるこ

とになります。

例えば、国民年金の加入もその一つです。 20歳

と同時に加入し、保険料を納めることも大切な義

務です。

新成人の皆さんもやがては老後を迎え、年金生

活に入ることでしょう。そのときに受ける老齢基

礎年金は、 20歳から60歳までの40年間加入し、保

険料を納めることによって、初めて満額の年金が

受けられることになっています。

他にも事故や病気で障害が残った場合、国民年

金に加入し、保険料を納めていないと障害基礎年

金が支給されません。

老後のため、また万ーのために備えて、 20歳に

なったら市役所で加入手続をしましょう。

主

な

展

示

資

料

は
る
き
な
ん
め
い

春
木
南
漠
筆
「
竹
林
七
賢
図
」
・
酒

井
抱
一
筆
「
椿
に
鳥
図
」
・
加
藤
泰

恒
筆
「
八
景
山
水
図
」
・
松
平
定
信

さ
い
お
ん
じ
き
ん
も
ち

筆
和
歌
・
西
園
寺
公
望
筆
「
八
字

一
行
書
」
・
岩
倉
具
視
書
簡
・
加
藤

光
泰
所
用
論
語
・
孟
子
・
韓
親
公

こ
ん
い
と
お
ど
し
お
け
が
わ

集
・
加
藤
泰
興
所
用
紺
糸
威
桶
側

に

ま

い

ど

う

ぐ

そ

く

あ

か

い

と

二
枚
胴
具
足

・
加
藤
泰
恒
所
用
赤
糸

お
ど
し
む
ね
し
ろ
に
ま
い
ど
う
わ
ら
ぺ
ぐ
そ
〈

威
胸
白
二
枚
胴
童
具
足
・
黒
漆
塗

が
ん
り
ゅ
う
さ
や
が
た
ぎ
ん
ぞ
う
が
ん

鶴
蒔
絵
鞍
・
丸
龍
紗
綾
形
銀
象
依

あ
ぷ
み
鐙

・
伊
予

一
国
之
図

・
甲
州
古
府
中

城
跡
図
な
ど

期

間1
月
四
日
(
火
)
1
3
月
初
日
(
日
)

時

間午
前
9
時

i
午
後
4
時
初
分

場

所大
洲
市
立
博
物
館
4
階
展
示
室

休
館
日

月
曜
日
・
祝
日

-Fムーよ
1
E
ょっL4

 

ワム8
 

係-Eム

H
U

第
5
民

せ

市

わ

程

合

間

れ

市

R
R
P
 

※

3
月
初
日
の
最
終
日
は
開
館
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
洲
市
立
博
物
館
包
@
4
1
0
7

14 

(内線 112)
.A.黒漆塗鶴蒔絵鞍
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* 
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今:

4厘* ** 

て

* ** 

輝、、
* 4町* 

官骨* おおずの女性*シリーズ
ヲ骨

* 
* 

* 
* 

* 

* 
* 
* 

* 
* 

* 

* 

* 
* 

* 
* 
* 
* 
世町

4町

* 
* 
* 
* 
* 
* 

たのです。そうするとマスコミに取り上げられ、福祉・

介護関係者などが見に来るようになり、キクさんは人と

話すのが上手くなるなど、下の世話になりながらも、輝

いてきました。当時私たちは見に来る人に対するボラン

ティアをやっていると J思っていましたが、実は周りの人

からキクさんと私がボランティアの受益を受けていたの

だと思います。

体がくたびれてくると心もくたびれてきます。「この

人が居なくなればいいのに…Jなどと考えることもあり
ましたが、何を J思ってもいいのです。

介護は1人ではできません。 1人では長続きしません。

介護保険など各種サービスの利用、周りの人の介護への参

加は重要です。例えば、だれかが月 1回ドライブに連れ出

す、費用の一部を負担してもらう、など何でもいいのです。

私は、夫の兄弟に、 1日300円のおむつ代を下さいと手紙
を出しました。お金がほしかったのではなく、みんなに参

加してほしかったのです。実際にみんな参加してくれ、キ

クさんの最後を看取ることができました。

介護者は、エプロンをつけた神様です。

女性も男性も、介護に関わる日がやってくるのです。

羽成幸子さんの講演を、参加者約 200人が楽しみま
した。来年はさらに

多くの男性が参加さ

れることを願ってい

ます。

企画情報課

男女共同参画係

324-2111 

(内線 371)

VOL.29 

男女共同参画社会づくりを考えるセミナーが、平成16

年11月色日hT役所大ホールで聞かれ、主婦でエッセイ
ストの羽成幸子さんの講演がありました。講師は、祖父、

祖母、父、姑、母の5人の介護をして、 5人の最後を看
取られ、その体験をもとにお話をされました。

* 
* 
* 
* 
* 

講演 「介護にみる男と女のあり方J(要約)
「子供の世話にはならない」という人が多いが、思い

通りにはなりません。今までは、女性が介護の主役でし

たが、これからは男性も介護することになる場合が増え

てくるので、それに備え、夫が妻にお茶を入れることか

ら始めないといけないと思います。

夫の母(キクさん)の介護体験をお話します。

ある日我が家にキクさんが引っ越してきました。当時、

9、11、13、15歳の子供たちがいましたが、家の中で

は和室を確保し、介護することにしました。

散歩に行こうというと、「しみができるから行かな

い。J、風呂に入れようすると、「人間は垢では死なない。J
などと、最初から困難に直面しました。

介護は、食事などより排池が大変です。

お年寄りでも、身体障害者でもダメはダメで向き合う

べきです。介護者は、被介護者に見透かされているので

す。何があっても介護するという気持ちを見せることが

大事です。

介護をはじめて4年目にキクさんは転倒して寝たきり

になりましたが、入浴サービス、ショートステイなど利

用できるものはすべて利用しました。 1人で頑張らない

ことです。

そんなある日、

* 
世町

* 
* 

* 
* 
* 
* 
* 
* 
4町

* 
* 
* 
* 
世町

* 
* 

* 

* 

* 企羽成さんの熱心な講演に会場は沸きましたの看板を出し

* * * 
「寝たきり老人介護中J
*安食貴女女

申町

* * * 

藤
樹
先
生
位
掌
ぷ

(46) 

* * 

著
書
紹
介
⑧

* * * * 

じ
ん
け
い

こ
の
文
章
は
、
は
じ
め

「
人
径
」げん

と
い
う
題
で
し
た
が
、
後
に
「
原

じ
ん人
」
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
藤
樹
が

三
十

一
歳
の
と
き
に
書
い
た
も
の
で

す
。
五
ペ
ー
ジ
の
ご
く
短
い
漢
文
で

す。
最
初
に
「
原
人
」
に
つ
い
て
の
注

記
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
原
人
」
と
は
、
「
人
の
人
た
る
ゆ
え

ん
を
探
り
尋
ね
、
そ
の
本
質
を
説
く

こ
と
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

と
つ
じ
よ
う
て
い

人
間
は
、
神
(
皇
上
帝
)
に
よ
っ

て
「
生
」
が
与
え
ら
れ
「
心
」
に
も

「
事
」
に
も
「
天
命
」
が
宿
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、

「
天
命
」

を
畏
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

* * * * * * * * * * * * 
明
徳
図
説
・
持
敬
図
説

* 

ど
ち
ら
も
「
原
人
」
と
同
時
期
に

書
か
れ
た
も
の
で
す
。
漢
文
で
す
。

藤
樹
の
宗
教
観
・
宇
宙
観
・
人
生
観

を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
す
。

藤
樹
先
生
全
集

一
に
載
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

め
い
と
く
ず
せ
っ

「
明
徳
図
説
」
は
、
「
明
徳
図
」
と

そ
の
説
明
で
す
。
「
明
徳
」
は
人
の

本
心
で
あ
り
、
そ
れ
は
天
が
与
え
た

天
理
で
あ
る
と
説
き
ま
す
。

し
か
し
、
初
学
の
者
は

* * 4町* 

「
理
気
之

市K

わ

き

ま

え

ぜ

ん

あ

く

み

な

も

と

弁
」
や
「
善
悪
の
原
」
に
つ
い
て
体

認
で
き
な
い
か
ら
、
こ
の
文
章
で
説

明
し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

じ

け

い

ず

せ

っ

「
持
敬
図
説
」
も
形
式
は
「
明
徳

図
説
」
と
同
じ
く
「
持
敬
図
」
と
、

そ
の
説
明
で
す
。

お
そ

「
敬
」
と
は
「
天
命
を
畏
れ
、
徳

い

て

ん

め

い

そ

ん

と

く

性
を
尊
ぶ
こ
と
」
(
畏
天
命
、
尊
徳

せ
い性
)
で
あ
る
と
説
き
ま
す
。
こ
の
考

え
方
は
藤
樹
独
自
の
も
の
で
す
。

「
持
敬
」
の
工
夫
に
つ
い
て
具
体

的
に
述
べ
て
あ
り
ま
す
。

明
徳
図

15 
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暮らしの情報

2∞5 1月号

合併するけど・・・
健扇事事書籍、印鑑量録謹は
どう怠るの?

1月 11日から新大洲市が誕生します。

市民課窓口で取り扱いする証明書発行などについて、紹介します。

1
月
日
日
か
ら
新
し
い
大
洲
市
が

始
ま
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
生
活
に

直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
住
所
や
本
籍

印
鑑
登
録
証
な
ど
の
取
り
扱
い
を
紹

介
し
ま
す
。

住
所
・
本
籍
の
表
示
に
つ
い
て

大
洲
市
の
区
域
は
、
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

印
鑑
登
録
証
に
つ
い
て

印
鑑
登
録
証
は
、
現
在
お
持
ち
の

登
録
証
を
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

外
国
人
登
録
証
明
書
に
つ
い
て

外
国
人
登
録
証
明
書
は
、
現
在
お

持
ち
の
も
の
を
引
き
続
き
使
用
で
き

ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

大
洲
市
の
合
併
に
伴
い
、
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が

次
の
期
間
停
止
い
た
し
ま
す
。

停
止
期
間

1
月
日
日
(
火
)
1
1
月
日
日
(
木
)

停
止
業
務

住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド
の
交
付
、

電
子
証
明
書

の
発
行
・
失
効
な
ど
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
に
か
か
る

一
切
の
業
務
が
停
止

い
た
し
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド、

電
子
証
明
書
の
取
り
扱
い

既
に
交
付
済
み
の
も
の
は
、
合
併

後
も
継
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
市
民
係
・
戸
籍
係

8
@
2
1
1
1
(内
線
1
1
6
)

大洲商工会議所では、企業と求職者の皆さんが一堂

に会して自由に面接を行う「大洲 ・喜多地域合同就職

面接会]を開催します。

企業の採用担当者から事

業者の求人内容について聞

くことができます。

お気軽にご参加ください。

大淵・喜多地域
倉岡就臆面緩怠のご案内

求職者の皆されへ

16 

1月27日(木) 午後2時~午後4時
リジエール大洲2階ホール

大洲市東大洲 1582番地

一般・パート・ 臨時・平成 17年新規高等学

校卒業予定者(年齢、性別は問いません)

用意するもの 履歴書、筆記用具を持参してください。

複数企業との面接を希望する人は、履

歴書のコピーを必要数だけご用意くだ

さい。

大測商工会議所 324-4111 

(担当 j貧困 ・山田)

時

所

問い合わせ先

日

場

対象者

日
時
2
月

6
日
(
日
)

午
前

9
時
叩
分
か
ら

※
悪
天
候
時
は

2
月
日
日
(
祝
)

に
順
延

受
付
時
間

午
前

8
時
剖
分

1
9時
加
分

集
合
場
所

平
野
運
動
公
圏
内
周
囲
コ

l
ス

参
加
資
格

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学

し
て
い
る
健
康
な
人

申
込
期
日

1
月
幻
日
(
金
)

必
着

《距
離
と
部
門
》

2
キ
ロ
コ
ー
ス

印
歳
以
上
/

フ
ァ
ミ
リ
ー
(
老
若

男
女
可
、
小
学

3
年
以
下
は
保
護

者
同
伴
)

2
・
5
キ
ロ
コ
ー
ス

小

4
男
子
/
小

4
女
子
/
小

5
男

子
/
小

5
女
子
/
小

6
男
子
/
小

6
女
子
/
中

l
男
子
/
中

1
女
子

/
中

2
男
子
/
中

2
女
子
/
中

3

男
子
/
中

3
女
子
/
一

般
男
子
/

高
校
女
子
/
一

般
男
子
(
羽
歳
以

上
)

/
一

般
女
子

4
・
5
キ
ロ
コ

l
ス

高
校
男
子
/
一

般
男
子
/
一

般
男

子
(
剖
歳
以
上
)

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
体
育
協
会
事
務
局

ま
た
は
市
民
体
育
課

8
@
2
1
1
1
 



新谷の稲荷山公園ではちみじが見頃を迎え、ちみじ観葉会が聞

かれました。相次ぐ台風により一部の樹木に損壊がありましたが、

約 3，000本のちみじが紅<色付いていました。

『輸の会』の皆さんが踊りなどを披露し、観葉会に華を添えてい

ました。

17 

帝京幼稚園児は、秋の全国火災予防運動期間中にあわせて均稚

園から新谷公園までの防火パレードをしました。均稚園児は、ハ

チマキ、ハッピ姿で手づくりのお神輿を担いで町内を練り歩きま

した。「わっしょい lわっしょい lマッチ 1本火事のちとリと

元気よいかけ声を響かせていました。

市立大洲南中学校2年生 (91人)は、総合的な学習の一環とし
て職場体験を行いました。生徒たちは、グループに分かれて消防
署、保育所、ハンバーガーショッブなど市内21事業所で体験しま
した。ケーブルネットワーク西瀬戸を訪れだグル プは、マイク

やカメラを使って実際の取材に挑戦していました。

• 

平成16年度藤樹まつり小学生意見発表会・講演会が、喜多小学校で開催
されました。市内 8小学校から選ばれた児童は、藤樹先生の善行とそれを
いわ¥した日常生活、他学校の生徒との受流、学校や家庭での大切なちのな

どについて意見を述べていました。

9月 1日から一般公開されている大洲城ですが、この日の午前

11時 20分に 5万人目の来場者を迎えました。 5万人の来場者と

なったのは、大分県佐賀関町から訪れた影浦広義さん (77歳)で

した。影j甫さんには、認定証や大洲城関連の記念品が贈られ、ジ

オラマの顔モデルとして城内の人形仁加えられます。

いざ、被災地ヘ

大洲ライオンズクラブは、新潟県中越地震災害の被災地へみか
お

ん、タオル、手づくりうどんに000食分、喜多小学校の生徒が小
ぢ恰

干谷小学校の生徒に宛てた激励の手紙などの救援物資を届けまし

た。被災地のみなさんに温かい手づくりうどんを提供しようとガ

ス、釜などの道具 式ちトラックに詰め込んで出発しました。
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保健センタ-H23-0310

し¥ざし¥三ω
1ノ;\.'-~

あな定の健康を

サポートします

1
月
の
告
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・
・
・総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
1
月
ロ
日
(
水
)
平
成
時
年
8
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
1
月
時
日
(
火
)
平
成
日
年
6
月
生
ま
れ

0
1月
お
日
(
火
)
平
成
時
年
ロ
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
1
時
1
午
後
l
時

ω分

持
参
品

【
ゆ
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
1
月
目
日
(
水
)
平
成
時
年
3
月
生
ま
れ

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

-=1:司.~:，f三~:l?J~td~.:I

西原耳鼻咽喉科(東大洲)

H 23 -3366 
1月1日(土)

1月2日(日) かわばた産婦人科(東大洲)
H 23 - 1103 

1月3日(月) 沢井耳皇鵬科軍管食道科(中 村)
fi' 24 -2510 

1月9日(日)みやうち医院(徳森)
fi' 25 -2333 

菊地内科(長浜)

fi' 52一0209
受
付
時
間

持
参
品

午
前
9
時
1
午
前
9
時
初
分

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
1
月
幻
日
(
金
)

相
談
時
間

持
参
晶

午
前
日
時
1
正
午

午
後
1
時
1
午
後
3
時

大
淵
保
健
所

健
康
手
帳

【
エ
イ
ズ
検
査
・
栢
談
】

予
約
制

O
毎
週
火
曜
日
午
前
日
時
1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火
曜
日
午
後
1
時
1
午
後
3
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金
曜
日
午
後

1
時
1
午
後
3
時

O
月
1
金
曜
日

【H
T
L
V
l
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

午
前
9
時
1
午
後
4
時
叩
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日
午
後
4
時
1
午
後
5
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木
曜
日
午
前
日
時
1
午
後
4
時

1月10日(月)菊原医院 (八多喜)
fi' 26一0103

1月16日(日)本条脳神経外科(東大洲)
fi' 24 -2841 

1月23日(日)山本医院 (菅 田)
fi' 25 -6100 

1月30日(日)井関クリニック(新谷)
fi' 25 -6212 

E温主蓮司k亙週位置

O
第

3
水
曜
日

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

午
後
O
時
叩
分
1
午
後
1
時
叩
分

対

象

就

学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
ら
せ

1
月
の
献
血
実
施
日
・
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

包
③
0
3
1
0

平

成

時

年

医

師

・
歯
科
医
師
・

薬
剤
師
の
届
出
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
免
許
を
お
持
ち
の
方
は
、

法
律
に
基
づ
き
平
成
同
年
ロ
月
幻
日
現

在
の
氏
名
、
住
所
な
ど
を
保
健
所
へ
届

け
出
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

曜日によって救急当番病院は
変わります。昼間・夜間の急患
など、ご相談は、その日の当番

病院まで。
大
洲
保
健
所

包
⑫
3
1
6
5

市立大洲病院(西大洲)

fi' 24 -2151 

加戸病院(若宮)

fi' 24 -5101 

大洲記念病院(徳森)

fi' 25 -2022 

大洲中央病院(東大洲)

fi' 24 -4551 

月・火曜日

日

目

金~日曜日

曜

曜

水

木

内委E

回審空
624，M-日

. ..... 
‘" 

1
月
生
涯
学
習
講
座

読
書
講
座

「
中
江
藤
樹
に
つ
い
て
」

講
師
稲
積
街
烹
先
生

期
日

l
月
初
日
(
水
)

時
間
午
前
9
時
叩
分
1
午
前
日
時
叩
分

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

1
月
の
新
着
図
書
案
内

子
ど
も
に
読
ん
で
ほ
し
い
但
冊

東
京
新
聞
編
集
局
編

今
、
読
書
が
日
本
を
救
う
鈴
木
健
三
者

四

国

巡

礼

葛

藤

記

青

野

貴

芳

著

マ
イ
ラ
イ
フ
ク
リ
ン
ト
ン
の
回
想
上
・
下

ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
著

国
別
藩
と
城
下
町
の
事
典
工
藤
寛
正
編

お

家

相

続

大

森

映

子

著

堀
江
貴
文
の
カ
ン
タ
ン
1

儲
か
る
会
社

の

つ

く

り

方

堀

江

貴

文

著

図
解
雑
学
科
学
嬢
査
長
谷
川
聖
治
著

法
務
大
臣
の
八
八

O
日

森

山

員

弓

著

夜
回
り
先
生
と
夜
眠
れ
な
い
子
ど
も
託
時

水

谷

修

著

労
働
経
済
白
書
平
成
同
年
版
厚
生
労
働
省
編

大
学
病
院
の
使
い
方
が
わ
か
る
本
真
野
俊
樹
著

骨

盤

に

き

く

片

山

洋

球

部

著

豚

肉

を

極

め

る

石

川

禎

三

著

自
分
で
つ
く
る
本
格
鍋
料
理
成
美
堂
出
版

大
野
誠
監
修

男
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
術

ご
み
問
題
川
炉
開
犠
お
か
な
ゃ
け
ん

左
巻
健
男
・
金
谷
健
編
著

園
芸
道
具
の
使
い
方
と
栽
措
「ァ
詑
勺

ク

柳

宗

民

監

修

森
千
里
民
著

筆
遊
び
の
年
賀
状

グ
ラ
ン
パ
、
ピ
カ
ソ

マ
リ
l
ナ
・
ピ
カ
ソ
著

剣

豪

列

伝

岸

祐

二

著

ガ
ン
が
教
え
て
く
れ
た
大
切
な
も
の

高
杢
禎
彦
著

イ

マ

ジ

ン

清

水

議

噛

著

電

車

男

中

野

独

人

著

空

の

剣

高

橋

三

千

綱

著

二
十

四

時

間

乃

南

ア

サ

著

恋

し

い

女

瀬

田

控

訴

著

カ

タ

コ

ン

ペ

神

山

裕

右

著

男

の

始

末

藤

堂

志

津

子

著

虎

の

城

上

・

下

火

坂

雅

志

著

十
津
川
警
部
「
故
郷
」

西
村
京
太
郎
著

ア

サ

シ

ン

新

堂

冬

樹

著

間

宮

兄

弟

江

園

香

織

著

金

毘

羅

笠

野

頼

子

著

永

一

仁

の

壷

村

松

友

視

著

ワ
ー
キ
ン
グ
ガ
ー
ル

・
ウ
ォ

l
ズ

柴
田
よ
ル
詰
著

終

着

駅

白

川

道

著

代

筆

屋

辻

仁

成

著

9
歳
の
人
生
ウ
ィ
・
ギ
チ
ヨ
ル
著

優
し
く
歌

っ
て
、
高
ら
か
に
歌
っ
て

パ
ト
リ
シ
ア
・
マ
ツ
コ
ネ
ル
著

マ
イ1

9
9
3
年
の
逮
捕
・
勾
留
に
始
ま

り
、
日
年
間
の
法
廷
闘
争
、
そ
し
て
服
役
。

孤
独
で
過
酷
な
日
々
を
俳
句
が
支
え
た
。

収
録
さ
れ
た
3
6
1
句
は
、
そ
う
し
た

境
遇
の
中
で
詠
ん
だ
約
2
0
0
0
句
か

ら
厳
選
し
た
作
品
で
あ
る
。
俳
句
界
の

常
識
を
覆
す
作
品
群
。

ヘ
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
J

/
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
」

〔
休
館
日
〕

毎
週
月
曜
日
・

1
月
l
日
1

5
日

・日
日
・
叩
日
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2∞5 1月号厄穏おおず

くらしの情報

乳
幼
児
の
予
防
接
種
の

対
象
年
齢
が
変
更
に
な
り
ま
す
!

ー
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

・

B
C
G接
種

|

結
核
予
防
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
げ

年
4
月
1
日
よ
り
、
乳
幼
児
の
予
防
接

種
(
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・

B
C

G
接
種
)
の
対
象
年
齢
が
左
の
表
の
よ

う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
、
接
種
を
受
け
て
い
な
い
子
ど

も
さ
ん
は
、
母
子
手
帳
の
交
付
時
に
渡

し
た
予
診
票
と
接
種
券
を
持
参
の
う
え
、

【変更前】(平成 17年 3月31日まで)

(接種対象年齢〉

『生後4歳まで』

患
掛
川
出

水道業者の

緊急漏水当番表

大
洲
市
の
個
別
予
防
接
種
実
施
医
療
機

関
に
て
、
す
み
や
か
に
接
種
を
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
他
の
市
町
村
か
ら
大
洲
市
に

転
入
し
、
既
に
接
種
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
さ
ん
は
、
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

g
@
0
3
1
0
 

~、

a l 1=コ
斗| 風
ロ! な
反|主
青|遭k
?Iわ巧
りItt被
被|信書
害 11きに

喜|言
けlへ
ら

電工業
fi 24 - 5351 
道工事庖
fi 24 - 3656 

原設備
fi 24 - 3783 

(有)菊地浄化構センター
fi 24一0013

元建設
fi 25一0242
鉄工所
fi 26 - 0537 

(有)内田電気水道設備
fi 25 - 2858 
々木鉄工
fi 26 - 0875 

クダ設備
包 24- 3674 
水道庖
fi 24 - 4410 

国鉄工所
fi 24 - 4122 
水道庖
fi 26一0265

居鉄工所
fi 24 - 4519 
道工事庖
fi 24 - 2583 

設備
fi 25 - 4023 
屋住設
fi 24 - 2541 

原設備
包 24- 3783 
鉄工所
fi 25 - 0300 

元建設
fi 25一0242
道工事庖
fi 24 - 3656 

クダ設備
包 24- 3674 

(有)菊地浄化槽センター
fi 24一0013

国鉄工所
fi 24 - 4122 
鉄工所
fi 26 - 0537 

丸

7}く福

(有)

岡

1月1日(土)

{昌

情)

琳)

1月2日(日)

【変更後】(平成 17年4月1日以降)

(接種対象年齢)

『生後6か月まで』

保久

1月3日(月)

年
齢

佐

オ

(有)

情)

1月8日(土)

1月9日(印

藤f左

れ
た
納
税
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人
に
は

所
得
税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

大
洲
税
務
署
で
は
、
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

1
月
幻
日
(
木
)

午
前
の
部
午
前
日
時

1

午
後
の
部
午
後
1
時

1

場
所

大
洲
税
務
署

1
階
会
議
室

※
ご
来
場
の
際
は
、
で
き
る
だ
け
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
税
務
署

8
@

3
1
1
5
 

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

愛
媛
県
で
は
、
県
営
東
大
洲
住
宅
に

空
室
が
生
じ
た
と
き
に
入
居
で
き
る
補

欠
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

空
室
の
状
況

平
成
比
年
度
・
・
・

0
戸

平
成
日
年
度
・
・
・

0
戸

平
成
同
年
度
・
・
・

1
戸

(
平
成
同
年
日
月
初
日
現
在
)

空
室
は
年
間

0
1
1
戸
し
か
生
じ
ま

神

田

7.1< 

i家

森

予

土

山

(有)

株)

西

;享

{罪

情)

徳

大

1月10日間

1月15日(土)

1月16日(日)

1月22日(土)

せ
ん
が
、
空
室
が
生
じ
た
場
合
に
入
居

す
る
順
番
を
前
も
っ
て
抽
選
で
決
定
し

て
お
き
ま
す
。

建
物
の
概
要

中
層
耐
火

3
階
建
、

3
D
K
、
1
戸

の
面
積
内
・
日
平
方
メ
ー
ト
ル

申
込
受
付
期
間

2
月
1
日
(
火
)
1
9
日
(
水
)

午
前
8
時
叩
分

1
午
後
5
時

抽
選
日

3
月
2
日
(
水
)

会
場

大
洲
市
田
口
甲
4
2
5
1
1

愛
媛
県
大
洲
総
合
庁
舎
3
階
会
議
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
土
木
事
務
所

建
築
指
導
係

8
@

5
1
2
1
(内
線

3
2
0
)

肱
北
駐
車
場
の
閉
門
時
聞
を
延
長

大
洲
市
肱
北
駐
車
場
の
閉
門
時
間
が

1
月
刊
日
か
ら
午
前
零
時
に
な
り
ま
す
。

利
用
時
間

午
前
7
時

1
午
前
零
時

利
用
料
金

(
従
来
ど
お
り
)

一
般
駐
車

昼
間

1
時
間
ま
で

1
1
0
円
以
後
初

分
増
す
毎
に
印
円

午
前
零
時

i
午
前
7
時
ま
で
は

夜
間

.:一司
昌

水

汲取り受付センター

イ呆

オ

神

福

(株)

(有)

情)

岡

久

1月23日日)

1月29日出

1月30日(日)

3
5
0
円

定
期
駐
車

昼

間

午

前

7
時

1
午
後
零
時
ま
で

1
ヶ
月

5
，
1
0
0
円

全
日
午
前
零
時

1
午
後
零
時
ま
で

1
ヶ
月
6
，
1
2
0
円

※
午
前
零
時
か
ら
午
前

7
持
ま
で
は
、

施
錠
し
入
出
庫
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
管
財
係

8
@
2
1
1
1
 

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
て
見
ま
せ
ん
か

内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う
国
際
感

覚
豊
か
な
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
平
成
口
年
の
「
国
際

青
年
育
成
交
流
」
「
日
本
・
中
国
青
年
親

善
交
流
」
「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
」

「
世
界
青
年
の
家
」
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年

の
船
」
事
業
の
参
加
青
年
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府
政
策
統
括
宮
(
共
生
社
会
政

策
担
当
)
付
国
際
交
流
第
1
担
当

8
0
3
・3
5
8
1
・1
1
8
1

愛
媛
県
県
民
活
動
推
進
課

8
0
8
9
・9
1
2
・2
4
1
5

「

i
自
国
自
国
，
1
1
1
1
E
E

一

新
年
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
合
併
の

-

と
き
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
新
し
い

一

時
代
、
新
し
い
大
洲
市
の
ス
タ
ー
ト

一

で
す
。
「
広
報
お
お
ず
」
も
来
月
か
ら

一

長
浜
、
肱
川
、
河
辺
に
も
届
け
ら
れ
、

-

発
行
部
数
も

2
万
部
に
な
り
ま
す
。

一

企
画
も
新
た
に
生
ま
れ
か
わ
る
予
定

一

で

す

。

。

19 



|…っ一一 ・
1 大洲市公式ホームページ 州 !.iT&4 D h .t4ltm II 

相

1JZj報おおず 2∞5 1月号 |

邑k
a:K 

、
-昨

‘ー と 案 内
相談内容 日 時な ど 場所など 問 い合わせ先

人 権 相 談 1月14日(金v午前10時~正午 久米公民館
急ぐときは法務局 告 24-4155

(法務省) 1月19日(水)/午前10時~正午 消防署会議室

人権擁護委員による 毎週月・水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 2i24-4155 

無 料 相 談 (休日を除く)午前9時~午後4時 人権相談室

行 政 相 談
1月20日(木)/午前9時~正午 市役所5階会議室

急ぐときは 2i24-5072 (山本)
(総務省) 2i24-4294(辻)

市民法律相談 1月15日(土)/午前10時~午後4時 市民会館
※予約が必要。総務課行政係

2i24-2111 内線328

社会保険相談 1 月11日(側刈//午午前前10時~午後3時30分 大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

1月25日 10時~午後3時30分 2i089-925-5105 

不動産無料相談 1月15日(土1/午前9時~午後4時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 包 24-4452

j一般相談 毎週月・水曜日
大洲市総合

相心配ご談と 法介(相律護談時相相間談談) 
毎埠井一週火・木曜日 受付は総合福祉センタ 1階
週金曜日 福祉センター

社会福祉協議会窓口まで
時間はいずれも午前10時~正 (相談室直通)
午祝、 午後年 1時~午後除4時 2i23-5629 

2i23-0313 

日・ 末年始を く

家庭児童相談 月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 市役所高齢福祉課 2i24-2111 内線169
祝日・年末年始を除く

人権・同和問題に 月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 大洲隣保館 2i24-6100 
関する何でも相談 祝日・年末年始を除く 大洲福祉会館 2i25-0947 

青少年相談室 月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 青少年センター 2i24-7830 
祝日・年末年始を除く

ふれ愛スクール相談電話
月~木曜日/午前9時~午後4時

国立大洲青年の家 2i24-1414 
祝日・年末年始を除く

、ませんか?
末洲税務署長賞

「税に埋もれるこの社会
納税は必要だと恩いませんかJ
大洲高等学校3年
高月麻里

今月の納税は

市県民税4期
国民健康保険税5期
納期限は 1月31日です

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

大洲税務署管内出展作品

末淵"税務署長賞

「これからの未来は税金でJ

久米小学校5年
石井亜沙美

京消1喜多租税教育
躍進協議22長賞
「税金。J

大洲高等学校3年
天野 愛

市民の動き

平成16年11月30日現在

人 口 39，019人(-3) 出生 31人(ー19)

男 18，656人(+3) 死亡 34人(+6) 

女 20，363人(-6) 

世帯数 14，947世帯 (+10) ( )内は対前月比

大洲市内の交通事故

11月末現在 昨年同期

千平 数 256 239 

負傷者 330 313 

死 者 2 3 
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